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研究成果の概要（和文）：教員養成に携わる大学教員が「教師教育者(teacher educator)」として負う、教育に
おける倫理的な問題についての考察を促す役割と責任について、国際的な議論や動向を整理・分析した。そのう
えで、教職を目指す学生たちに教育における倫理的な問題を思考する姿勢やコンピテンシーを養おうとする方法
論として、主にリフレクション、ケースメソッド、および哲学対話の3つに注目しながら、教育の暴力性や社会
正義について考察する研修・教材の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：The study investigated on how university-based teacher educators can 
contribute to fostering senses of ethics in prospective educators through classes and workshops. 
After reviewing international discussions and trends related to this topic, the focus was set mainly
 on three methodologies: reflection, case method, and CoI (Community of Inquiry). Combining the 
three approaches, original workshops and teaching materials were designed to encourage university 
students (and in-service teachers) to critically reflect on current educational practices, systems, 
and cultures from the perspective of ethics and justice.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の大学の教員養成課程には教育に対する批判的なものの見方を養成する科目は必ずしも含まれておらず、各
教職科目を担当する大学教員の裁量に任されている。従って、教育活動がつくり出す不均衡な力関係や公教育に
おけるマイノリティーの抑圧の問題など、教育が持つ様々な倫理的な問題について深く思考する機会がないまま
に卒業して教職に就く学生も存在する。教員養成を担う大学教員の「教師教育者」としての役割の一つに、こう
した倫理的な問題について学生たちが深く考え、対話する機会を設けることが含まれるのではないかという提言
のもと、具体的な研修・教材を開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 教員養成や教員研修を指すいわゆる「教師教育」の研究は、公教育の導入とともに、歴史的に
見ても国際的に見ても、広く蓄積されてきた。とりわけ、教師の専門性や資質能力の向上が求め
られる時代には、教師教育のプログラムやシステムが改めて検討され、改編されてきた。2008 年
度より全国で開設され、今でも数を増やしている「教職大学院」も、そうした流れの中で生まれ
たものであると言える。 
 しかし、教師教育が様々な時代の中で議論されている一方で、その教育を担う「教師教育者」
の専門性についての研究は、ほとんどなされてこなかった。国際的には 1980 年代からやや増え
るものの（例えば、Heather Carter (1984) “Teachers of Teachers” In Katz & Raths (eds.) 
Advances in Teacher Education., Vol.1, pp.125-144）、国内では 2010 年以降にならないとほ
ぼ見られない。その頃から「教師教育者とは何者か」、「教師教育者はどのような専門性を持つ（べ
き）か」、といったことが議論されるようになり、徐々に「教師教育者」研究の土台が築かれつ
つある状況にある（例えば、坂田晢人（2010）「教師教育者に関する研究動向」武蔵大学総合研
究所紀要（20）、pp.123-132、武田信子（2011）「教師教育実践への問い：教師教育者の専門性開
発促進のために」日本教師教育学会年報（21）、p.8-18）。 
 さらに、海外の教師教育者研究およびに教師教育者養成プログラムの実践を見たうえで、日本
の諸研究を比較すると、１点重大な違いが見て取れる。それは、「教育の倫理」についての重視
度の違いである。例えば、アメリカやオランダなどで作成されている「教師教育者スタンダード」
を見ると、そこには能力開発に関わる事項のほかに、「教育の倫理」に関わる事項が並んでいる。
例えば、アメリカの教師教育者協会作成のスタンダードには、「文化的な能力（cultural 
competence）」として、ダイバーシティーへの配慮やそれを原因とした衝突への対応能力が掲げ
られ、「公的なアドボカシー（public advocacy）」としてマイノリティーや社会的弱者の立場に
立って教育の平等などを主張することが唱えられている。また、オランダのスタンダードでも、
「教師教育者は、自身の価値観、規範、教育的主義主張に自覚的である」ことが必要であること
が述べられている。これらの国では、教員養成課程でも「教育の倫理」に関する科目を履修しな
ければならないことになっていることが少なくない一方で、日本では「教育原理」などの教職科
目の中で倫理に関する事項を教えることはあるが、必須ではなく、指針も示されていないため、
各科目の担当教員の裁量に大きく任されていると言える。また、教師教育者が自らの役割につい
て語る中で「教育の倫理」を守る者／について教える者としてのアイデンティティーを語ること
も少ないのが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、主に①なぜこのような国際的な違いが生じているのか、②その違いによって「教師
教育者」の専門性についての観念にはどのような違いが生じているのか、を分析することを目指
すものとして、始動した。しかし、研究を進める中で、当初予定していた文献研究とヒアリング
調査だけではそれらの本質的な要因を把握するには不十分であることから、③「教育の倫理」を
守る者／について教える者としてのアイデンティティーを実際に持っている欧米の教師教育者
が実践している教師教育プログラムについて視察・ヒアリング等を行い、それらのプログラムの
意義と汎用性について分析すること、および④それらのプログラムに基づき、日本の教師教育に
適応可能な独自の教師教育プログラムを開発することに重点をシフトした。 
 
 
３． 研究の方法 
 
(1) 一貫して、国内外の関連する取組に関する情報収集と文献研究を行った。 
(2) 以下の視察・ヒアリング調査を実施した。 
 初年度に当たる平成 28 年度には、教師教育にも携わるオランダの現職の高校教諭（Ashram 
College に勤務する Willy Wijnands 氏）へのヒアリング調査と実践（生徒自身が協働学習のプ
ロセスを可視化し、マネージメントできるようになることを支える①「eduScrum」と呼ばれる教
育方法）の視察を行った。教師による画一的な教授が持つ暴力性を訴え、生徒の主体性を発揮し
やすい授業づくりを提唱する Wijnands 氏の活動は、教育の倫理性を意識した学校ベースの事例
として重要である。 
 平成 29年度は、②「ケースメソッド」および③「哲学対話（CoI; Community of Inquiry）」
と呼ばれる教育方法を用いた教師教育プログラムに注目した。とりわけ「哲学対話」については、
アメリカ・ハワイ大学の教員養成プログラムの視察および担当教員らへのヒアリング調査を実
施した。 
 平成 30 年度には、再度ハワイ大学において「哲学対話」を実践する教師教育者へのヒアリン
グを行った他、その実践を展開しながら教師の成長を促す独自の取り組みを展開している地元
の小学校（Hanahau'oli School）において視察と校長を含む複数の教師へのヒアリング調査を実
施した。さらに、実践と理論をつなぐために④「リフレクション」を主軸に置く教師教育プログ



ラムを開発したことで著名なオランダ・ユトレヒト大学名誉教授の Fred A. J. Korthagen 氏の
もとを訪れ、教師教育者を対象とした研修に参加した。 
(3) 独自の教師教育プログラムの開発・実施 
 上記の研究を通して得た知見をもとに、①eduScrum、②ケースメソッド、③哲学対話、④リフ
レクションのそれぞれの手法を用いた独自の教師教育プログラムを、日本の制度においても適
用可能な形で複数開発し、実施した。 
 
４．研究成果 
 
上述の通り、①eduScrum、②ケースメソッド、③哲学対話、④リフレクションのそれぞれの手法
を用いた独自の教師教育プログラムを、日本の制度においても適用可能な形で複数開発し、実施
した。とりわけ②③④の教師教育プログラムについては、現代社会の教育制度や教育文化、およ
び各学習者自身の教育観を、倫理的な観点から批判的に問い直す内容との親和性が極めて高く、
学習効果も得られることがわかった。それぞれのプログラム詳細、および国際比較を行った際の
日本の教師教育における「教育の倫理」の扱いに関する考察については、今後論文等の形で発表
する予定である。 
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